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（目標数34、計画数48） 

第3期（平成28～33年度）中期目標・中期計画 平成28年度 主な年度計画

大学の基本的な目標

建学の理念を踏まえ、特に以下の事項について重点的に取り組む
１．医学及び看護学の進歩に対応する能動的学習能力、問題探求・問題解決能力、そして、幅広い教養に基づく豊かな人間性と確

固たる倫理観、国際性を育み、地域社会に貢献できる医師・看護専門職を養成するとともに世界に発信できる研究者の育成を目
指す。また、本学の特色でもある光技術等を用いた先進的な医学研究環境のもとで、次世代を担う人材育成として「光医学研究
のリーダー」、「光医学の素養を持った医療人」を養成する。

２．光技術と他の様 な々先進的技術の融合による新しい医療技術の開発推進に取組む。特に新規光技術の医学への活用（メディカ
ルフォトニクス）と光、電磁波等の多元的な原理を介した生体内の分子や情報の画像化に関して先端的で特色のある研究を推進する。

３．地域医療の中核病院として高度で安心・安全な医療を提供するとともに、病病・病診連携を促進し、地域社会のニーズと個々の
病院機能に応じた医療ネットワークの構築を目指すことにより、地域医療の充実に貢献する。また、光医学やイメージング等を活用
した先駆的な医療を世界に発信するために、臨床教育の充実を図り、研究マインドを有する専門医の育成を推進する。

４．産学官連携によるものづくりの実績を活かし、光技術等を活用した特色ある研究を基盤とした実用化開発を推進するとともに、そ
れらの活動を行う人材を育成し、社会に還元してイノベーションの源泉となることを目指す。

　　医学概論の授業にグループディスカッション、
　ポートフォリオ学習を導入し、チーム医療に根差した
教育を実現する。さらに、医学概論にプロフェッショナ
リズム教育におけるＳＥＡ（Significant Event Analysis※）
の導入計画を策定する。
※事例や症例について当事者が感じた点を掘り下げ、言語化し、
　今後の改善点として提言する取組

【教育】（目標8、計画10）
教育内容
●光医学の素養を持つ医療人の輩出、
　光医学研究のリーダー養成（博士課程）
●「プロフェッショナリズム教育」に関する授業の充実
●カリキュラムマップの策定、科目ナンバリングの完了
●学修成果の可視化
　①成績評価基準の見直し
　②GPC活用体制構築及び運用
　③シラバス作成ガイドラインの策定及び運用
●地域保健医療（特に在宅看護）に関する教育内容の充実

教育の実施体制
●教学マネジメント体制の再編  
●FDの実施（80%以上の参加）
●アクティブ ラーニング・主体的学修推進のための
　施設・設備の充実

学生への支援
●学生のニーズを適切に反映させた支援を実現する
　ための取組開始

入学者選抜
●アドミッション・ポリシーの見直し、 
　個別選抜方法の導入

【社会貢献】（目標3、計画5）
●産学官金連携への意識向上
●医工連携ワンストップ窓口の機能強化
●公開講座実施体制の見直し
●「子どものこころと脳発達学」の新たな研究領域開拓 
●情報及び文献提供の継続による地域医療の向上支援

【グローバル化】（目標1、計画2）
●海外医療機関等での臨床実習促進
●研究成果の海外への発信及び海外組織との交流推進

【附属病院】（目標3、計画6）
●地域医療機関との連携体制強化                
●安心・安全で低侵襲の医療の提供を実践    
●安全管理体制の強化                               
●高度で先進的な医療を担う専門医の育成    
●メディカルスタッフの研修・教育を実施・支援　
●臨床研究の支援・管理機能の強化 

【財務内容の改善】（目標4、計画4）

【その他】（目標4、計画5）【業務運営の改善及び効率化】（目標4、計画7）
組織運営
●企画室の機能、役割の見直し    
●戦略的経費の確保、基金の創設と、その管理体制の構築
●インセンティブの付与を前提とした業績評価体制構築及び
　クロス・アポイントメント制度の適用開始、承継職員の年俸
　制導入率13%以上
●男女共同参画の推進

教育研究組織
●光尖端医学教育研究センター及び医学教育推進センター組織の検証
●総合診療医養成モデルの構築

事務
●業務手順書の作成、企画力・プレゼント力等の研修の実施

【研究】（目標5、計画6）
研究水準・成果
●光技術などを活用した非侵襲イメージング装置の開発
●光医学・医療のリーダーとなる研究者、技術者の養成
●ナノスーツ法、こころの発達研究の新たな展開

研究実施体制
●光尖端医学教育研究センター機能の横断的な活用、
　技術職員の新たな職位を設置 
●学長主導による研究費支援の継続　
●技術移転機能の強化 

自己収入
●医業収入増加に向けた病院施設基準取得の検討
●産学官共同研究マネジメント及びコーディネート機能
　の強化による外部資金獲得額の維持

経費の抑制
●管理的経費の分析結果に応じた予算配分の実施

資産の運用管理
●資金の効果的運用、
　職員宿舎再整備計画の策定

施設設備
●キャンパスの教育研究環境の向上

安全管理
●危機管理マニュアルの検証、事業継続計画の見直し

法令遵守
●適正な管理運営の維持
●研究の公平性の維持  
●情報並びに情報機器の適切な取扱を周知

教  育

イメージングコンプレックスとは、イメージング教育研究機器集合体をいう。本学は、多様なイメージング
機器を設置・開発し、それらを活用できる人材とノウハウを有しており、基礎から臨床までの幅広い医
学研究と医療及び人材育成に活用している。図には代表的な機器を列挙している。

研  究

　　高度先進医療・低侵襲医療を継続的に推進す
　るために、必要な医療機器等の整備計画について
検討する。病院情報システム更新に向け、利便性の
高いシステム導入を計画する。ハイブリッド手術室の
稼働を開始し、高度な医療を提供する。

診  療

浜松医科大学の機能強化　̶　イメージングコンプレックス体制のさらなる活用

【点検・評価等】（目標2、計画3）
評価
●評価内容の見直し  
●モニタリング体制の強化

情報公開・発信
●社会に理解、応援してもらえる広報

Student Doctor称号付与式（平成28年4月）

　　光技術をはじめとする多様な技術を活用し、新規イメージング法の創出と実用化に向けた研究開発を推進する。

新たな研究
シーズ

医療現場
からの新たな
ニーズ

ナノスーツ技術による
電顕観察・生体組織、
技術開発の推進

蛍光イメージング
（個体・臓器・組織）

発光
（個体・臓器）

超音波
（臓器・組織） 多重検出器列CT

（動物・個体）

3T-MRI
（動物・個体）

GMPホットラボ
（ヒト用プローブ合成）

ヒト用PET/CT

ヒト頭部専用PET

治験施設

高精度自動細胞
解析分離システム

高速多光子レーザー
顕微鏡システム

質量顕微鏡
（組織・細胞）

電子顕微鏡

質量分析
（組織・細胞） 医療機器

開発
附属病院

動物・個体研究

電子顕微鏡
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